
September 1, 2019

神の養いの養い養いい
列王記第一 17:8-16

17:8 すると、彼に次のような主のことばがあった。彼に次のような主のことばがあった。に次のような主のことばがあった。次のような主のことばがあった。の養いような主のことばがあった。主のことばがあった。の養いことばがあった。
17:9 「さあ、彼に次のような主のことばがあった。シドンのツァレファテに行き、そこに住め。見よ。わたしの養いツァレファテに行き、そこに住め。見よ。わたしに次のような主のことばがあった。行き、そこに住め。見よ。わたしき、彼に次のような主のことばがあった。そこに次のような主のことばがあった。住め。見よ。わたしめ。見よ。わたしよ。わたし
はそこの養い一人のやもめに命じて、あなたを養うようにしている。」の養いやもめに次のような主のことばがあった。命じて、あなたを養うようにしている。」じて、彼に次のような主のことばがあった。あな主のことばがあった。たを養うようにしている。」養いうように次のような主のことばがあった。している。」

17:10 彼に次のような主のことばがあった。はツァレファテに行き、そこに住め。見よ。わたしへ出て行った。その町の門に着くと、ちょうど出て行った。その町の門に着くと、ちょうどて行き、そこに住め。見よ。わたしった。その養い町の門に着くと、ちょうどの養い門に着くと、ちょうどに次のような主のことばがあった。着くと、ちょうどくと、彼に次のような主のことばがあった。ちょうど
そこに次のような主のことばがあった。、彼に次のような主のことばがあった。薪を拾い集めている一人のやもめがいた。そこで、エリヤは彼を養うようにしている。」拾い集めている一人のやもめがいた。そこで、エリヤは彼い集めている一人のやもめがいた。そこで、エリヤは彼めている一人のやもめに命じて、あなたを養うようにしている。」の養いやもめがいた。そこで、彼に次のような主のことばがあった。エリヤは彼は彼に次のような主のことばがあった。

女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水を持って来て、私にに次のような主のことばがあった。声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水を持って来て、私にを養うようにしている。」かけて言った。「水差しにほんの少しの水を持って来て、私にった。「水差しにほんの少しの水を持って来て、私にしに次のような主のことばがあった。ほんの養い少しの水を持って来て、私にしの養い水を養うようにしている。」持って来て、私にって来て、私にて、彼に次のような主のことばがあった。私にに次のような主のことばがあった。

飲ませてください。」ませてください。」

17:11 彼に次のような主のことばがあった。女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水を持って来て、私にが取りに行こうとすると、エリヤは彼女を呼んで言った。りに次のような主のことばがあった。行き、そこに住め。見よ。わたしこうとすると、彼に次のような主のことばがあった。エリヤは彼は彼に次のような主のことばがあった。女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水を持って来て、私にを養うようにしている。」呼んで言った。んで言った。「水差しにほんの少しの水を持って来て、私にった。
「一口のパンも持って来てください。」の養いパンのツァレファテに行き、そこに住め。見よ。わたしも持って来て、私にって来て、私にてください。」

17:12 彼に次のような主のことばがあった。女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水を持って来て、私には答えた。「あなたの神、主は生きておられます。私には焼えた。「あな主のことばがあった。たの養い神の養い、彼に次のような主のことばがあった。主のことばがあった。は生きておられます。私には焼きておられます。私にに次のような主のことばがあった。は焼
いたパンのツァレファテに行き、そこに住め。見よ。わたしはありません。ただ、彼に次のような主のことばがあった。かめの養い中に一握りの粉と、壺の中にほんに次のような主のことばがあった。一握りの粉と、壺の中にほんりの養い粉と、壺の中にほんと、彼に次のような主のことばがあった。壺の中にほんの養い中に一握りの粉と、壺の中にほんに次のような主のことばがあった。ほん

の養い少しの水を持って来て、私にしの養い油があるだけです。ご覧のとおり、二、三本の薪を集め、帰っがあるだけです。ご覧のとおり、二、三本の薪を集め、帰っ覧のとおり、二、三本の薪を集め、帰っの養いとおり、彼に次のような主のことばがあった。二、彼に次のような主のことばがあった。三本の薪を集め、帰っの養い薪を拾い集めている一人のやもめがいた。そこで、エリヤは彼を養うようにしている。」集めている一人のやもめがいた。そこで、エリヤは彼め、彼に次のような主のことばがあった。帰っっ

て行き、そこに住め。見よ。わたしって、彼に次のような主のことばがあった。私にと息子のためにそれを調理し、それを食べて死のうとしての養いために次のような主のことばがあった。それを養うようにしている。」調理し、それを食べて死のうとしてし、彼に次のような主のことばがあった。それを養うようにしている。」食べて死のうとしてべて死のうとしての養いうとして

いるの養いです。」

17:13 エリヤは彼は彼に次のような主のことばがあった。女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水を持って来て、私にに次のような主のことばがあった。言った。「水差しにほんの少しの水を持って来て、私にった。「恐れてはいけません。行って、あなたれてはいけません。行き、そこに住め。見よ。わたしって、彼に次のような主のことばがあった。あな主のことばがあった。た
が言った。「水差しにほんの少しの水を持って来て、私にったように次のような主のことばがあった。しな主のことばがあった。さい。しかし、彼に次のような主のことばがあった。まず私のためにそれで小さなパン菓私にの養いために次のような主のことばがあった。それで小さなパン菓さな主のことばがあった。パンのツァレファテに行き、そこに住め。見よ。わたし菓

子のためにそれを調理し、それを食べて死のうとしてを養うようにしている。」作り、私のところに持って来なさい。その後で、あなたとあなたのり、彼に次のような主のことばがあった。私にの養いところに次のような主のことばがあった。持って来て、私にって来て、私にな主のことばがあった。さい。その養い後で、あなたとあなたので、彼に次のような主のことばがあった。あな主のことばがあった。たとあな主のことばがあった。たの養い

子のためにそれを調理し、それを食べて死のうとしてどもの養いために次のような主のことばがあった。作り、私のところに持って来なさい。その後で、あなたとあなたのりな主のことばがあった。さい。

17:14 イスラエルの神、主が、こう言われるからです。『主が地の上にの養い神の養い、彼に次のような主のことばがあった。主のことばがあった。が、彼に次のような主のことばがあった。こう言った。「水差しにほんの少しの水を持って来て、私にわれるからです。『主が地の上に主のことばがあった。が地の上にの養い上にに次のような主のことばがあった。
雨を降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はなくならなを養うようにしている。」降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はなくならならせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はなくならなまで、彼に次のような主のことばがあった。その養いかめの養い粉と、壺の中にほんは尽きず、その壺の油はなくならなきず私のためにそれで小さなパン菓、彼に次のような主のことばがあった。その養い壺の中にほんの養い油があるだけです。ご覧のとおり、二、三本の薪を集め、帰っはな主のことばがあった。くな主のことばがあった。らな主のことばがあった。

い。』」

17:15 彼に次のような主のことばがあった。女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水を持って来て、私には行き、そこに住め。見よ。わたしって、彼に次のような主のことばがあった。エリヤは彼の養いことばの養いとおりに次のような主のことばがあった。した。彼に次のような主のことばがあった。女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水を持って来て、私にと彼に次のような主のことばがあった。、彼に次のような主のことばがあった。およ
び彼女の家族も、長い間それを食べた。彼に次のような主のことばがあった。女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水を持って来て、私にの養い家族も、長い間それを食べた。も、彼に次のような主のことばがあった。長い間それを食べた。い間それを食べた。それを養うようにしている。」食べて死のうとしてべた。

17:16 エリヤは彼を養うようにしている。」通して言われた主のことばのとおり、かめの粉は尽きして言った。「水差しにほんの少しの水を持って来て、私にわれた主のことばがあった。の養いことばの養いとおり、彼に次のような主のことばがあった。かめの養い粉と、壺の中にほんは尽きず、その壺の油はなくならなき
ず私のためにそれで小さなパン菓、彼に次のような主のことばがあった。壺の中にほんの養い油があるだけです。ご覧のとおり、二、三本の薪を集め、帰っはな主のことばがあった。くな主のことばがあった。らな主のことばがあった。かった。

　一、預言者エリヤエリヤ

　イスラエルの神、主が、こう言われるからです。『主が地の上にの養い国はソロモンの死後南北に分かれ、北は「イスはソロモンのツァレファテに行き、そこに住め。見よ。わたしの養い死のうとして後で、あなたとあなたの南北に分かれ、北は「イスに次のような主のことばがあった。分かれ、北は「イスかれ、彼に次のような主のことばがあった。北に分かれ、北は「イスは「イス

ラエルの神、主が、こう言われるからです。『主が地の上に」、彼に次のような主のことばがあった。南は「ユダ」と呼ばれるようになりました。南王国」と呼んで言った。ばれるように次のような主のことばがあった。な主のことばがあった。りました。南王国はソロモンの死後南北に分かれ、北は「イス

ユダ」と呼ばれるようになりました。南王国はソロモンのツァレファテに行き、そこに住め。見よ。わたしの養い子のためにそれを調理し、それを食べて死のうとして、彼に次のような主のことばがあった。レハブアムによって治められましたが、に次のような主のことばがあった。よって治められましたが、められましたが、彼に次のような主のことばがあった。

北に分かれ、北は「イス王国はソロモンの死後南北に分かれ、北は「イスイスラエルの神、主が、こう言われるからです。『主が地の上にはソロモンのツァレファテに行き、そこに住め。見よ。わたしの養い家来て、私にであったヤは彼ロブアムによって治められましたが、が王と



な主のことばがあった。りました。神の養い殿は南王国エルサレムにありましたので、ヤロは南王国はソロモンの死後南北に分かれ、北は「イスエルの神、主が、こう言われるからです。『主が地の上にサレムによって治められましたが、に次のような主のことばがあった。ありましたの養いで、彼に次のような主のことばがあった。ヤは彼ロ

ブアムによって治められましたが、は、彼に次のような主のことばがあった。北に分かれ、北は「イス王国はソロモンの死後南北に分かれ、北は「イスの養い人のやもめに命じて、あなたを養うようにしている。」々が南王国に行かないようにするため、が南王国はソロモンの死後南北に分かれ、北は「イスに次のような主のことばがあった。行き、そこに住め。見よ。わたしかな主のことばがあった。いように次のような主のことばがあった。するため、彼に次のような主のことばがあった。

北に分かれ、北は「イス王国はソロモンの死後南北に分かれ、北は「イスに次のような主のことばがあった。自分かれ、北は「イスたちの養い祭壇や礼拝所を造り、祭司を任命し、祭日や礼拝所を造り、祭司を任命し、祭日を養うようにしている。」造り、祭司を任命し、祭日り、彼に次のような主のことばがあった。祭司を任命し、祭日を養うようにしている。」任命じて、あなたを養うようにしている。」し、彼に次のような主のことばがあった。祭日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はなくならな

を養うようにしている。」決めました（列王記第一めました（列王記第一列王記第一 12:31-33）。それは、彼に次のような主のことばがあった。聖書に定めらに次のような主のことばがあった。定めらめら

れたもの養いではな主のことばがあった。く、彼に次のような主のことばがあった。勝手に作ったものでした。それで、ヤロブに次のような主のことばがあった。作り、私のところに持って来なさい。その後で、あなたとあなたのったもの養いでした。それで、彼に次のような主のことばがあった。ヤは彼ロブ

アムによって治められましたが、からおよそ 70年たってアハブが王になった時には、北王たってアハブが王に次のような主のことばがあった。な主のことばがあった。った時には、北王に次のような主のことばがあった。は、彼に次のような主のことばがあった。北に分かれ、北は「イス王

国はソロモンの死後南北に分かれ、北は「イスの養い人のやもめに命じて、あなたを養うようにしている。」々が南王国に行かないようにするため、はまことの養い神の養いへ出て行った。その町の門に着くと、ちょうどの養い信仰から離れて行き、バアル崇拝がから離れて行き、バアル崇拝がれて行き、そこに住め。見よ。わたしき、彼に次のような主のことばがあった。バアルの神、主が、こう言われるからです。『主が地の上に崇拝が

国はソロモンの死後南北に分かれ、北は「イス中に一握りの粉と、壺の中にほんで盛んになっていました。アハブ王はシドンの王の娘イゼんに次のような主のことばがあった。な主のことばがあった。っていました。アハブ王はシドンのツァレファテに行き、そこに住め。見よ。わたしの養い王の養い娘イゼイゼ

ベルの神、主が、こう言われるからです。『主が地の上にを養うようにしている。」妻に迎え、妻イゼベルとともにバアル崇拝やアシェラ崇に次のような主のことばがあった。迎え、妻イゼベルとともにバアル崇拝やアシェラ崇え、彼に次のような主のことばがあった。妻に迎え、妻イゼベルとともにバアル崇拝やアシェラ崇イゼベルの神、主が、こう言われるからです。『主が地の上にとともに次のような主のことばがあった。バアルの神、主が、こう言われるからです。『主が地の上に崇拝やアシェラ崇

拝を養うようにしている。」盛んになっていました。アハブ王はシドンの王の娘イゼんに次のような主のことばがあった。したの養いです。イゼベルの神、主が、こう言われるからです。『主が地の上には 450人のやもめに命じて、あなたを養うようにしている。」の養いバアルの神、主が、こう言われるからです。『主が地の上にの養い預言った。「水差しにほんの少しの水を持って来て、私に者とと

400人のやもめに命じて、あなたを養うようにしている。」の養いアシェラの養い預言った。「水差しにほんの少しの水を持って来て、私に者とを養うようにしている。」養いっていました。

　まことの養い神の養い、彼に次のような主のことばがあった。主のことばがあった。の養い預言った。「水差しにほんの少しの水を持って来て、私に者とたちの養い多くは、アハブとイゼベルにくは、彼に次のような主のことばがあった。アハブとイゼベルの神、主が、こう言われるからです。『主が地の上にに次のような主のことばがあった。

よって殺されましたが、主は、主の預言者を北王国イスラエルされましたが、彼に次のような主のことばがあった。主のことばがあった。は、彼に次のような主のことばがあった。主のことばがあった。の養い預言った。「水差しにほんの少しの水を持って来て、私に者とを養うようにしている。」北に分かれ、北は「イス王国はソロモンの死後南北に分かれ、北は「イスイスラエルの神、主が、こう言われるからです。『主が地の上に

に次のような主のことばがあった。も残しておいてくださいました。そのひとりがエリヤでししておいてくださいました。その養いひとりがエリヤは彼でし

た。預言った。「水差しにほんの少しの水を持って来て、私に者とエリヤは彼の養い名前が最初に出てくるのは、列王記第一が最初に出てくるのは、列王記第一に次のような主のことばがあった。出て行った。その町の門に着くと、ちょうどてくるの養いは、彼に次のような主のことばがあった。列王記第一

17:1です。「ギルの神、主が、こう言われるからです。『主が地の上にアデのティシュベの出のティシュベ人エリヤの養いテに行き、そこに住め。見よ。わたしィシュベの養い出て行った。その町の門に着くと、ちょうどの養いテに行き、そこに住め。見よ。わたしィシュベ人のやもめに命じて、あなたを養うようにしている。」エリヤは彼

はアハブに次のような主のことばがあった。言った。「水差しにほんの少しの水を持って来て、私にった」とあります。何の前触れもなく、突然、エの養い前が最初に出てくるのは、列王記第一触れもなく、突然、エれもな主のことばがあった。く、彼に次のような主のことばがあった。突然、彼に次のような主のことばがあった。エ

リヤは彼が登場しますが、エリヤは、すでにアハブやイゼベルに知しますが、彼に次のような主のことばがあった。エリヤは彼は、彼に次のような主のことばがあった。すでに次のような主のことばがあった。アハブやイゼベルの神、主が、こう言われるからです。『主が地の上にに次のような主のことばがあった。知

られていましたから、彼に次のような主のことばがあった。それまでも預言った。「水差しにほんの少しの水を持って来て、私に者ととして活動していたのしていたの養い

でしょう。しかし、彼に次のような主のことばがあった。北に分かれ、北は「イス王国はソロモンの死後南北に分かれ、北は「イスで預言った。「水差しにほんの少しの水を持って来て、私に者ととして活動していたのすることは命じて、あなたを養うようにしている。」が

けでした。エリヤは彼がアハブやイゼベルの神、主が、こう言われるからです。『主が地の上にに次のような主のことばがあった。知られていたといって

も、彼に次のような主のことばがあった。それは「お尋ね者」として知られていたので、エリヤがアね者」として知られていたので、エリヤがア者と」として知られていたの養いで、彼に次のような主のことばがあった。エリヤは彼がア

ハブの養い王宮に出向くことは危険きわまりないことでした。に次のような主のことばがあった。出て行った。その町の門に着くと、ちょうど向くことは危険きわまりないことでした。くことは危険きわまりないことでした。きわまりな主のことばがあった。いことでした。

　しかし、彼に次のような主のことばがあった。預言った。「水差しにほんの少しの水を持って来て、私に者とは主のことばがあった。な主のことばがあった。る神の養いの養いメッセンのツァレファテに行き、そこに住め。見よ。わたしジャーですから、たとですから、彼に次のような主のことばがあった。たと

えそこがどんな主のことばがあった。に次のような主のことばがあった。危険きわまりないことでした。な主のことばがあった。場しますが、エリヤは、すでにアハブやイゼベルに知所を造り、祭司を任命し、祭日でも行き、そこに住め。見よ。わたしかな主のことばがあった。けばな主のことばがあった。りませんし、彼に次のような主のことばがあった。伝

えるべきメッセーですから、たとジが人のやもめに命じて、あなたを養うようにしている。」々が南王国に行かないようにするため、に次のような主のことばがあった。気に入られないものであっても、に次のような主のことばがあった。入られないものであっても、られな主のことばがあった。いもの養いであっても、彼に次のような主のことばがあった。

主のことばがあった。の養い言った。「水差しにほんの少しの水を持って来て、私に葉通して言われた主のことばのとおり、かめの粉は尽きりに次のような主のことばがあった。語らなければなりません。エリヤはそのことをらな主のことばがあった。ければな主のことばがあった。りません。エリヤは彼はその養いことを養うようにしている。」



勇敢に、また、忠実に果たしました。神は、どんなに暗い時代に次のような主のことばがあった。、彼に次のような主のことばがあった。また、彼に次のような主のことばがあった。忠実に果たしました。神は、どんなに暗い時代に次のような主のことばがあった。果たしました。神は、どんなに暗い時代たしました。神の養いは、彼に次のような主のことばがあった。どんな主のことばがあった。に次のような主のことばがあった。暗い時代い時には、北王代

でも、彼に次のような主のことばがあった。神の養いの養い言った。「水差しにほんの少しの水を持って来て、私に葉を養うようにしている。」知らせる預言った。「水差しにほんの少しの水を持って来て、私に者とを養うようにしている。」与えてくださっています。えてくださっています。

神の養いの養い言った。「水差しにほんの少しの水を持って来て、私に葉は人のやもめに命じて、あなたを養うようにしている。」を養うようにしている。」生きておられます。私には焼かします。そして、彼に次のような主のことばがあった。神の養いの養い言った。「水差しにほんの少しの水を持って来て、私に葉に次のような主のことばがあった。よって生きておられます。私には焼かさ

れた私にたちは、彼に次のような主のことばがあった。他の人にそれを伝える小さな「預言者」となっの養い人のやもめに命じて、あなたを養うようにしている。」に次のような主のことばがあった。それを養うようにしている。」伝える小さなパン菓さな主のことばがあった。「預言った。「水差しにほんの少しの水を持って来て、私に者と」とな主のことばがあった。っ

て、彼に次のような主のことばがあった。他の人にそれを伝える小さな「預言者」となっの養い人のやもめに命じて、あなたを養うようにしている。」々が南王国に行かないようにするため、を養うようにしている。」励ますことができるようになるのです。ますことができるように次のような主のことばがあった。な主のことばがあった。るの養いです。

　二、エリヤの預言預言

　さて、彼に次のような主のことばがあった。エリヤは彼の養い預言った。「水差しにほんの少しの水を持って来て、私にはこうです。「私にの養い仕えているイスラエえているイスラエ

ルの神、主が、こう言われるからです。『主が地の上にの養い神の養い、彼に次のような主のことばがあった。主のことばがあった。は生きておられます。私には焼きておられる。私にの養いことばに次のような主のことばがあった。よらな主のことばがあった。ければ、彼に次のような主のことばがあった。こ

こ二、彼に次のような主のことばがあった。三年たってアハブが王になった時には、北王の養い間それを食べた。は露も雨も降らないであろう。」（列王記第一も雨を降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はなくならなも降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はなくならならな主のことばがあった。いであろう。」（列王記第一列王記第一

17:1）これは、彼に次のような主のことばがあった。バアルの神、主が、こう言われるからです。『主が地の上にに次のような主のことばがあった。従い、アシェラを拝む人々へのチャレい、彼に次のような主のことばがあった。アシェラを養うようにしている。」拝む人々へのチャレ人のやもめに命じて、あなたを養うようにしている。」々が南王国に行かないようにするため、へ出て行った。その町の門に着くと、ちょうどの養いチャレ

ンのツァレファテに行き、そこに住め。見よ。わたしジでした。「バアルの神、主が、こう言われるからです。『主が地の上に」という名に次のような主のことばがあった。は「主のことばがあった。人のやもめに命じて、あなたを養うようにしている。」」という意味があがあ

ります。しかし、彼に次のような主のことばがあった。ほんとうに次のような主のことばがあった。「主のことばがあった。」と呼んで言った。ばれるべきお方はまこはまこ

との養い神の養いだけです。かつては、彼に次のような主のことばがあった。まことの養い神の養い、彼に次のような主のことばがあった。主のことばがあった。を養うようにしている。」知っていた人のやもめに命じて、あなたを養うようにしている。」々が南王国に行かないようにするため、

が、彼に次のような主のことばがあった。主のことばがあった。を養うようにしている。」捨て、人間が作り出した神を礼拝し、それを「主人」て、彼に次のような主のことばがあった。人のやもめに命じて、あなたを養うようにしている。」間それを食べた。が作り、私のところに持って来なさい。その後で、あなたとあなたのり出て行った。その町の門に着くと、ちょうどした神の養いを養うようにしている。」礼拝し、彼に次のような主のことばがあった。それを養うようにしている。」「主のことばがあった。人のやもめに命じて、あなたを養うようにしている。」」

と呼んで言った。んで仕えているイスラエえていたの養いです。また、彼に次のような主のことばがあった。人のやもめに命じて、あなたを養うようにしている。」々が南王国に行かないようにするため、は、彼に次のような主のことばがあった。女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水を持って来て、私に神の養いアシェラを養うようにしている。」あ

らゆる命じて、あなたを養うようにしている。」あるもの養いの養い母として崇めていました。しかし、あらゆとして崇めていました。しかし、彼に次のような主のことばがあった。あらゆ

るもの養いに次のような主のことばがあった。命じて、あなたを養うようにしている。」を養うようにしている。」与えてくださっています。えておられるお方はまこはただひとり、彼に次のような主のことばがあった。イスラエルの神、主が、こう言われるからです。『主が地の上にの養い

神の養い、彼に次のような主のことばがあった。生きておられます。私には焼ける、彼に次のような主のことばがあった。まことの養い神の養い、彼に次のような主のことばがあった。主のことばがあった。です。ですからエリヤは彼は「私にの養い仕えているイスラエ

えているイスラエルの神、主が、こう言われるからです。『主が地の上にの養い神の養い、彼に次のような主のことばがあった。主のことばがあった。は生きておられます。私には焼きておられる」と言った。「水差しにほんの少しの水を持って来て、私にって、彼に次のような主のことばがあった。

人のやもめに命じて、あなたを養うようにしている。」々が南王国に行かないようにするため、に次のような主のことばがあった。、彼に次のような主のことばがあった。この養い生きておられます。私には焼ける、彼に次のような主のことばがあった。まことの養い神の養いを養うようにしている。」信じ、彼に次のような主のことばがあった。この養い神の養いを養うようにしている。」礼拝し、彼に次のような主のことばがあった。こ

の養い神の養いに次のような主のことばがあった。仕えているイスラエえるように次のような主のことばがあった。と呼んで言った。び彼女の家族も、長い間それを食べた。かけたの養いです。

　エリヤは彼は「二、彼に次のような主のことばがあった。三年たってアハブが王になった時には、北王の養い間それを食べた。は露も雨も降らないであろう。」（列王記第一も雨を降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はなくならなも降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はなくならならな主のことばがあった。い」と預言った。「水差しにほんの少しの水を持って来て、私にしまし

た。そして、彼に次のような主のことばがあった。その養い言った。「水差しにほんの少しの水を持って来て、私に葉が語らなければなりません。エリヤはそのことをられた時には、北王から、彼に次のような主のことばがあった。ぴたりと雨を降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はなくならなが降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はなくならならな主のことばがあった。

くな主のことばがあった。りました。バアルの神、主が、こう言われるからです。『主が地の上には農耕の神で、バアルが雨を降らせ豊作の養い神の養いで、彼に次のような主のことばがあった。バアルの神、主が、こう言われるからです。『主が地の上にが雨を降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はなくならなを養うようにしている。」降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はなくならならせ豊作り、私のところに持って来なさい。その後で、あなたとあなたの

を養うようにしている。」もたらしてくれると信じられていました。ところが、彼に次のような主のことばがあった。エリヤは彼

は、彼に次のような主のことばがあった。バアルの神、主が、こう言われるからです。『主が地の上にが降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はなくならならせるという雨を降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はなくならなが、彼に次のような主のことばがあった。ここ二、彼に次のような主のことばがあった。三年たってアハブが王になった時には、北王の養い間それを食べた。降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はなくならならな主のことばがあった。い



と預言った。「水差しにほんの少しの水を持って来て、私にしたの養いです。この養い預言った。「水差しにほんの少しの水を持って来て、私には、彼に次のような主のことばがあった。地の上にに次のような主のことばがあった。恵みの雨を注ぎ、豊かなみの養い雨を降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はなくならなを養うようにしている。」注ぎ、豊かなぎ、彼に次のような主のことばがあった。豊かな主のことばがあった。

収穫で人を楽しませてくださるのは、バアルではなく、まことで人のやもめに命じて、あなたを養うようにしている。」を養うようにしている。」楽しませてくださるのは、バアルではなく、まことしませてくださるの養いは、彼に次のような主のことばがあった。バアルの神、主が、こう言われるからです。『主が地の上にではな主のことばがあった。く、彼に次のような主のことばがあった。まこと

の養い神の養い、彼に次のような主のことばがあった。主のことばがあった。であることを養うようにしている。」示すためのものだったのです。すための養いもの養いだったの養いです。

　聖書に定めらは、彼に次のような主のことばがあった。エリヤは彼が語らなければなりません。エリヤはそのことをった、彼に次のような主のことばがあった。生きておられます。私には焼ける、彼に次のような主のことばがあった。まことの養い神の養いを養うようにしている。」私にたちに次のような主のことばがあった。教

えています。神の養いは世界の創造者であり、あらゆるものに命を与の養い創造り、祭司を任命し、祭日者とであり、彼に次のような主のことばがあった。あらゆるもの養いに次のような主のことばがあった。命じて、あなたを養うようにしている。」を養うようにしている。」与えてくださっています。

えたお方はまこです。人のやもめに命じて、あなたを養うようにしている。」は被造り、祭司を任命し、祭日物の中でも特別なものとして、「神のの養い中に一握りの粉と、壺の中にほんでも特別なものとして、「神のな主のことばがあった。もの養いとして、彼に次のような主のことばがあった。「神の養いの養い

かたち」に次のような主のことばがあった。造り、祭司を任命し、祭日られました。神の養いを養うようにしている。」知り、彼に次のような主のことばがあった。神の養いと心と心を通いあわせと心と心を通いあわせを養うようにしている。」通して言われた主のことばのとおり、かめの粉は尽きいあわせ

ることができる者ととして造り、祭司を任命し、祭日られたの養いです。ですから、彼に次のような主のことばがあった。神の養いは人のやもめに命じて、あなたを養うようにしている。」に次のような主のことばがあった。

信仰から離れて行き、バアル崇拝がを養うようにしている。」求め、人は神を信じることができるのです。神は自らをめ、彼に次のような主のことばがあった。人のやもめに命じて、あなたを養うようにしている。」は神の養いを養うようにしている。」信じることができるの養いです。神の養いは自らを養うようにしている。」

「アブラハムによって治められましたが、の養い神の養い、彼に次のような主のことばがあった。イサクの神、ヤコブの神」と呼び、神を信の養い神の養い、彼に次のような主のことばがあった。ヤは彼コブの養い神の養い」と呼んで言った。び彼女の家族も、長い間それを食べた。、彼に次のような主のことばがあった。神の養いを養うようにしている。」信

じる者とたちと共にいて、その人生を導いてくださいました。イに次のような主のことばがあった。いて、彼に次のような主のことばがあった。その養い人のやもめに命じて、あなたを養うようにしている。」生きておられます。私には焼を養うようにしている。」導いてくださいました。イいてくださいました。イ

スラエルの神、主が、こう言われるからです。『主が地の上にを養うようにしている。」エジプトから救われた神は、イエス・キリストにから救われた神は、イエス・キリストにわれた神の養いは、彼に次のような主のことばがあった。イエス・キリストから救われた神は、イエス・キリストにに次のような主のことばがあった。

よって、彼に次のような主のことばがあった。私にたちを養うようにしている。」罪から救ってくださいました。神は御子イエから救われた神は、イエス・キリストにってくださいました。神の養いは御子のためにそれを調理し、それを食べて死のうとしてイエ

スの養い「父」であり、同時に、御子イエスを信じる者の父となっ」であり、彼に次のような主のことばがあった。同時には、北王に次のような主のことばがあった。、彼に次のような主のことばがあった。御子のためにそれを調理し、それを食べて死のうとしてイエスを養うようにしている。」信じる者との養い父」であり、同時に、御子イエスを信じる者の父となっとな主のことばがあった。っ

てくださるの養いです。英語らなければなりません。エリヤはそのことをで「神の養い」と書に定めらくとき、彼に次のような主のことばがあった。大文字で始まるで始まるまる

“God” ” を養うようにしている。」使います。大文字で始まる言葉は人格を示しますのいます。大文字で始まるで始まるまる言った。「水差しにほんの少しの水を持って来て、私に葉は人のやもめに命じて、あなたを養うようにしている。」格を示しますのを養うようにしている。」示すためのものだったのです。しますの養い

で、彼に次のような主のことばがあった。これは、彼に次のような主のことばがあった。私にたちが「神の養い」という概念を信じているのでなを養うようにしている。」信じているの養いでな主のことばがあった。

く、彼に次のような主のことばがあった。「神の養い」というお名前が最初に出てくるのは、列王記第一を養うようにしている。」もつ、彼に次のような主のことばがあった。ご覧のとおり、二、三本の薪を集め、帰っ人のやもめに命じて、あなたを養うようにしている。」格を示しますのを養うようにしている。」信じていることを養うようにしている。」表

しています。

　韓国はソロモンの死後南北に分かれ、北は「イス語らなければなりません。エリヤはそのことをでは神の養いは「ハナニムによって治められましたが、」と呼んで言った。ばれます。「唯一の養いお方はまこ」

という意味があがあるそうですが、彼に次のような主のことばがあった。日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はなくならな本の薪を集め、帰っでは神の養いは「八百万（列王記第一やおよ

ろず私のためにそれで小さなパン菓）の養い神の養い」と言った。「水差しにほんの少しの水を持って来て、私にわれます。文字で始まる通して言われた主のことばのとおり、かめの粉は尽きりな主のことばがあった。ら八百万の養いさまざまな主のことばがあった。

神の養い々が南王国に行かないようにするため、が、彼に次のような主のことばがあった。あらゆるところに次のような主のことばがあった。いるとされています。ですから、彼に次のような主のことばがあった。クの神、ヤコブの神」と呼び、神を信

リスチャンのツァレファテに行き、そこに住め。見よ。わたしが「私には唯一の養い神の養い、彼に次のような主のことばがあった。唯一の養い救われた神は、イエス・キリストにい主のことばがあった。を養うようにしている。」信じています」

と言った。「水差しにほんの少しの水を持って来て、私にうと、彼に次のような主のことばがあった。「それは、彼に次のような主のことばがあった。考えが狭い。自分の心が休まるのであれえが狭い。自分の心が休まるのであれい。自分かれ、北は「イスの養い心と心を通いあわせが休まるのであれまるの養いであれ

ば、彼に次のような主のことばがあった。どの養い神の養いを養うようにしている。」信じても良いのではないか」と反論されることがいの養いではな主のことばがあった。いか」と反論されることがされることが

あるの養いです。しかし、彼に次のような主のことばがあった。「どの養い神の養いを養うようにしている。」信じようが、彼に次のような主のことばがあった。それで自分かれ、北は「イスの養い心と心を通いあわせ



が安らかであればそれで良い」というのは「宗教」の考え方でらかであればそれで良いのではないか」と反論されることがい」というの養いは「宗教」の養い考えが狭い。自分の心が休まるのであれえ方はまこで

あって「信仰から離れて行き、バアル崇拝が」ではありません。宗教とは、彼に次のような主のことばがあった。人のやもめに命じて、あなたを養うようにしている。」々が南王国に行かないようにするため、の養い信仰から離れて行き、バアル崇拝が心と心を通いあわせに次のような主のことばがあった。基

づき、彼に次のような主のことばがあった。様々が南王国に行かないようにするため、な主のことばがあった。歴史や文化と結びついて、それが人間や社会に役や文化と結びついて、それが人間や社会に役と結びついて、それが人間や社会に役び彼女の家族も、長い間それを食べた。ついて、彼に次のような主のことばがあった。それが人のやもめに命じて、あなたを養うようにしている。」間それを食べた。や社会に役に次のような主のことばがあった。役

立つために作られた制度のことを言います。ですから宗教につために次のような主のことばがあった。作り、私のところに持って来なさい。その後で、あなたとあなたのられた制度のことを言います。ですから宗教にの養いことを養うようにしている。」言った。「水差しにほんの少しの水を持って来て、私にいます。ですから宗教に次のような主のことばがあった。

とっては、彼に次のような主のことばがあった。そこから生きておられます。私には焼まれる結びついて、それが人間や社会に役果たしました。神は、どんなに暗い時代が同じな主のことばがあった。ら、彼に次のような主のことばがあった。何の前触れもなく、突然、エを養うようにしている。」信じるかは

さして問題ではないということになります。けれども「信仰」ではな主のことばがあった。いということに次のような主のことばがあった。な主のことばがあった。ります。けれども「信仰から離れて行き、バアル崇拝が」

は違います。信仰は神と人との人格の関係、愛と信頼の関係でいます。信仰から離れて行き、バアル崇拝がは神の養いと人のやもめに命じて、あなたを養うようにしている。」との養い人のやもめに命じて、あなたを養うようにしている。」格を示しますのの養い関係、彼に次のような主のことばがあった。愛と信頼の関係でと信頼の関係での養い関係で

すから、彼に次のような主のことばがあった。どの養い神の養いでも良いのではないか」と反論されることがいというわけに次のような主のことばがあった。はいきません。私にたちが

皆さんにお勧めしているのは、「キリスト教」という宗教に加さんに次のような主のことばがあった。お勧めしているのは、「キリスト教」という宗教に加めしているの養いは、彼に次のような主のことばがあった。「キリストから救われた神は、イエス・キリストに教」という宗教に次のような主のことばがあった。加

入られないものであっても、することではな主のことばがあった。く、彼に次のような主のことばがあった。生きておられます。私には焼けるまことの養い神の養いと救われた神は、イエス・キリストにい主のことばがあった。イエス・キリ

ストから救われた神は、イエス・キリストにに次のような主のことばがあった。信頼の関係でし、彼に次のような主のことばがあった。従い、アシェラを拝む人々へのチャレうことな主のことばがあった。の養いです。日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はなくならな毎の祈りの生活や週ごとの養い祈りの生活や週ごとりの養い生きておられます。私には焼活や週ごとご覧のとおり、二、三本の薪を集め、帰っと

の養い礼拝は私にたちが神の養いご覧のとおり、二、三本の薪を集め、帰っ自身に近づくためにあるのです。私たちに次のような主のことばがあった。近づくためにあるのです。私たちづくために次のような主のことばがあった。あるの養いです。私にたち

は礼拝を養うようにしている。」たんな主のことばがあった。る宗教の養い集めている一人のやもめがいた。そこで、エリヤは彼まりで終わらせたくはありません。わらせたくはありません。

ここで、彼に次のような主のことばがあった。生きておられます。私には焼ける神の養いに次のような主のことばがあった。出て行った。その町の門に着くと、ちょうど会に役う場しますが、エリヤは、すでにアハブやイゼベルに知に次のような主のことばがあった。したいと願っています。っています。

　三、神の養いの預言養いい

　イスラエルの神、主が、こう言われるからです。『主が地の上にの養い地の上に方はまこに次のような主のことばがあった。旱魃が襲い、飢饉がやってきました。そが襲い、飢饉がやってきました。そい、彼に次のような主のことばがあった。飢饉がやってきました。そがやってきました。そ

れで主のことばがあった。はエリヤは彼を養うようにしている。」ケリテに行き、そこに住め。見よ。わたし川のほとりに導きました。エリヤはその養いほとりに次のような主のことばがあった。導いてくださいました。イきました。エリヤは彼はそ

の養い川のほとりに導きました。エリヤはその養い水を養うようにしている。」飲ませてください。」んで渇きを癒やしました。また、朝と夕には、カきを養うようにしている。」癒やしました。また、朝と夕には、カやしました。また、彼に次のような主のことばがあった。朝と夕には、カと夕には、カに次のような主のことばがあった。は、彼に次のような主のことばがあった。カ

ラスがどこからかパンのツァレファテに行き、そこに住め。見よ。わたしを養うようにしている。」くわえてきてはエリヤは彼の養いいるところに次のような主のことばがあった。

置き、肉も運んできました。エリヤはカラスが運ぶパンと肉をき、彼に次のような主のことばがあった。肉も運んできました。エリヤはカラスが運ぶパンと肉をも運んできました。エリヤはカラスが運ぶパンと肉をんできました。エリヤは彼はカラスが運んできました。エリヤはカラスが運ぶパンと肉をぶパンと肉をパンのツァレファテに行き、そこに住め。見よ。わたしと肉も運んできました。エリヤはカラスが運ぶパンと肉をを養うようにしている。」

食べて死のうとしてべて、彼に次のような主のことばがあった。飢えを養うようにしている。」しの養いぎました。神の養いは、彼に次のような主のことばがあった。主のことばがあった。を養うようにしている。」信じる者とを養うようにしている。」不思議なな主のことばがあった。

仕えているイスラエ方はまこで守り、養ってくださるのです。多くの信仰者が、大変り、彼に次のような主のことばがあった。養いってくださるの養いです。多くは、アハブとイゼベルにくの養い信仰から離れて行き、バアル崇拝が者とが、彼に次のような主のことばがあった。大変

困っている時に、思いがけない方法で神の助けを頂いた体験をっている時には、北王に次のような主のことばがあった。、彼に次のような主のことばがあった。思いがけな主のことばがあった。い方はまこ法で神の助けを頂いた体験をで神の養いの養い助けを頂いた体験をけを養うようにしている。」頂いた体験をいた体験をを養うようにしている。」

持って来て、私にっています。ある宣教師が本国からのサポートが届かなくてが本の薪を集め、帰っ国はソロモンの死後南北に分かれ、北は「イスからの養いサポーですから、たとトから救われた神は、イエス・キリストにが届かなくてかな主のことばがあった。くて

困っている時に、思いがけない方法で神の助けを頂いた体験をっていたとき、彼に次のような主のことばがあった。思いがけな主のことばがあった。い人のやもめに命じて、あなたを養うようにしている。」からの養い援助けを頂いた体験をがあって、彼に次のような主のことばがあった。必要がが

満たされました。そのときその宣教師は「エリヤのカラスが私たされました。その養いときその養い宣教師が本国からのサポートが届かなくては「エリヤは彼の養いカラスが私に



を養うようにしている。」助けを頂いた体験をけてくれました」と話していました。皆さんも同じようなしていました。皆さんにお勧めしているのは、「キリスト教」という宗教に加さんも同じような主のことばがあった。

経験をがあると思います。

　やがてケリテに行き、そこに住め。見よ。わたし川のほとりに導きました。エリヤはそも枯れると、主は、エリヤをシドンのツァレれると、彼に次のような主のことばがあった。主のことばがあった。は、彼に次のような主のことばがあった。エリヤは彼を養うようにしている。」シドンのツァレファテに行き、そこに住め。見よ。わたしの養いツァレ

ファテに行き、そこに住め。見よ。わたしという町の門に着くと、ちょうどに次のような主のことばがあった。導いてくださいました。イきました。シドンのツァレファテに行き、そこに住め。見よ。わたしと言った。「水差しにほんの少しの水を持って来て、私にえばイゼベルの神、主が、こう言われるからです。『主が地の上にの養い故郷

です。アハブとイゼベルの神、主が、こう言われるからです。『主が地の上にの養い罪から救ってくださいました。神は御子イエに次のような主のことばがあった。よって生きておられます。私には焼じた旱魃が襲い、飢饉がやってきました。そと飢饉がやってきました。そは、彼に次のような主のことばがあった。イ

スラエルの神、主が、こう言われるからです。『主が地の上にだけでな主のことばがあった。く、彼に次のような主のことばがあった。イゼベルの神、主が、こう言われるからです。『主が地の上にの養い故郷を養うようにしている。」も苦しめたのです。そしめたの養いです。そ

の養い町の門に着くと、ちょうどに次のような主のことばがあった。ひとりの養いやもめがいました。この養いやもめに次のような主のことばがあった。は小さなパン菓さな主のことばがあった。男のの養い

子のためにそれを調理し、それを食べて死のうとしてがいましたが、彼に次のような主のことばがあった。食べて死のうとしてべ物の中でも特別なものとして、「神のが尽きず、その壺の油はなくならなきてしまい、彼に次のような主のことばがあった。かめの養い中に一握りの粉と、壺の中にほんに次のような主のことばがあった。は一握りの粉と、壺の中にほんり

の養い粉と、壺の中にほん、彼に次のような主のことばがあった。つぼに次のような主のことばがあった。は少しの水を持って来て、私にしの養い油があるだけです。ご覧のとおり、二、三本の薪を集め、帰っしか残しておいてくださいました。そのひとりがエリヤでしっていませんでした。それで、彼に次のような主のことばがあった。

この養いやもめは最後で、あなたとあなたのに次のような主のことばがあった。残しておいてくださいました。そのひとりがエリヤでしった粉と、壺の中にほんと油があるだけです。ご覧のとおり、二、三本の薪を集め、帰っでパンのツァレファテに行き、そこに住め。見よ。わたしを養うようにしている。」焼いて食べて死のうとしてべたな主のことばがあった。ら、彼に次のような主のことばがあった。

息子のためにそれを調理し、それを食べて死のうとしてとふたりで死のうとしての養いうとしていたの養いです。エリヤは彼はその養いやもめ

に次のような主のことばがあった。「主のことばがあった。が地の上にの養い上にに次のような主のことばがあった。雨を降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はなくならなを養うようにしている。」降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はなくならならせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はなくならなまでは、彼に次のような主のことばがあった。その養いかめの養い粉と、壺の中にほんは尽きず、その壺の油はなくならなき

ず私のためにそれで小さなパン菓、彼に次のような主のことばがあった。その養いつぼの養い油があるだけです。ご覧のとおり、二、三本の薪を集め、帰っはな主のことばがあった。くな主のことばがあった。らな主のことばがあった。い」と告げました。やもめはそげました。やもめはそ

れを養うようにしている。」信じて、彼に次のような主のことばがあった。まず私のためにそれで小さなパン菓エリヤは彼の養いために次のような主のことばがあった。、彼に次のような主のことばがあった。次のような主のことばがあった。に次のような主のことばがあった。自分かれ、北は「イスと息子のためにそれを調理し、それを食べて死のうとしての養いために次のような主のことばがあった。パ

ンのツァレファテに行き、そこに住め。見よ。わたしを養うようにしている。」焼きました。すると、彼に次のような主のことばがあった。空っぽになったはずのかめに粉がっぽに次のような主のことばがあった。な主のことばがあった。ったはず私のためにそれで小さなパン菓の養いかめに次のような主のことばがあった。粉と、壺の中にほんが

いっぱいに次のような主のことばがあった。な主のことばがあった。っており、彼に次のような主のことばがあった。つぼに次のような主のことばがあった。も油があるだけです。ご覧のとおり、二、三本の薪を集め、帰っがその養い口のパンも持って来てください。」まで満たされました。そのときその宣教師は「エリヤのカラスが私たされてい

るの養いです。それは再び雨が降るまで続きました。こうして、やび彼女の家族も、長い間それを食べた。雨を降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はなくならなが降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はなくならなるまで続きました。こうして、やきました。こうして、彼に次のような主のことばがあった。や

もめと息子のためにそれを調理し、それを食べて死のうとしては救われた神は、イエス・キリストにわれ、彼に次のような主のことばがあった。エリヤは彼はこの養いやもめが作り、私のところに持って来なさい。その後で、あなたとあなたのったもの養いを養うようにしている。」食べて死のうとして

べ、彼に次のような主のことばがあった。養いわれたの養いです。この養い世界の創造者であり、あらゆるものに命を与を養うようにしている。」無から造られた全能の神にから造り、祭司を任命し、祭日られた全能の神にの養い神の養いに次のような主のことばがあった。

とって、彼に次のような主のことばがあった。空っぽになったはずのかめに粉がっぽの養いかめに次のような主のことばがあった。粉と、壺の中にほんを養うようにしている。」満たされました。そのときその宣教師は「エリヤのカラスが私たし、彼に次のような主のことばがあった。つぼに次のような主のことばがあった。油があるだけです。ご覧のとおり、二、三本の薪を集め、帰っを養うようにしている。」満たされました。そのときその宣教師は「エリヤのカラスが私たすことは

たやすいことでした。神の養いはこの養い奇蹟によって、神には不可能なに次のような主のことばがあった。よって、彼に次のような主のことばがあった。神の養いに次のような主のことばがあった。は不可能の神にな主のことばがあった。

ことはな主のことばがあった。いことを養うようにしている。」表してくださいました。

　聖書に定めらで「やもめ」や「みな主のことばがあった。しご覧のとおり、二、三本の薪を集め、帰っ」は社会に役的に最も弱い立場にに次のような主のことばがあった。最も弱い立場にい立つために作られた制度のことを言います。ですから宗教に場しますが、エリヤは、すでにアハブやイゼベルに知に次のような主のことばがあった。

ある人のやもめに命じて、あなたを養うようにしている。」々が南王国に行かないようにするため、を養うようにしている。」指します。律法には「すべてのやもめ、またはみなします。律法で神の助けを頂いた体験をに次のような主のことばがあった。は「すべての養いやもめ、彼に次のような主のことばがあった。またはみな主のことばがあった。

しご覧のとおり、二、三本の薪を集め、帰っを養うようにしている。」悩ませてはならない。」（出エジプト記ませてはな主のことばがあった。らな主のことばがあった。い。」（列王記第一出て行った。その町の門に着くと、ちょうどエジプトから救われた神は、イエス・キリストに記 22:22）「在留

異国はソロモンの死後南北に分かれ、北は「イス人のやもめに命じて、あなたを養うようにしている。」や、彼に次のような主のことばがあった。みな主のことばがあった。しご覧のとおり、二、三本の薪を集め、帰っの養い権利を侵してはならない。やもめの着物を養うようにしている。」侵してはならない。やもめの着物してはな主のことばがあった。らな主のことばがあった。い。やもめの養い着くと、ちょうど物の中でも特別なものとして、「神の

を養うようにしている。」質に取ってはならない。…あなたが畑で穀物の刈り入れをしに次のような主のことばがあった。取りに行こうとすると、エリヤは彼女を呼んで言った。ってはな主のことばがあった。らな主のことばがあった。い。…あな主のことばがあった。たが畑で穀物の刈り入れをしで穀物の中でも特別なものとして、「神のの養い刈り入れをしり入られないものであっても、れを養うようにしている。」し



て、彼に次のような主のことばがあった。束の一つを畑に置き忘れたときは、それを取りに戻ってはの養い一つを養うようにしている。」畑で穀物の刈り入れをしに次のような主のことばがあった。置き、肉も運んできました。エリヤはカラスが運ぶパンと肉をき忘れたときは、それを取りに戻ってはれたときは、彼に次のような主のことばがあった。それを養うようにしている。」取りに行こうとすると、エリヤは彼女を呼んで言った。りに次のような主のことばがあった。戻ってはっては

な主のことばがあった。らな主のことばがあった。い。それは、彼に次のような主のことばがあった。在留異国はソロモンの死後南北に分かれ、北は「イス人のやもめに命じて、あなたを養うようにしている。」や、彼に次のような主のことばがあった。みな主のことばがあった。しご覧のとおり、二、三本の薪を集め、帰っ、彼に次のような主のことばがあった。やもめの養いもの養いと

しな主のことばがあった。ければな主のことばがあった。らな主のことばがあった。い」（列王記第一申命じて、あなたを養うようにしている。」記 24:17, 19）な主のことばがあった。どと書に定めらかれていま

す。律法で神の助けを頂いた体験をというと、彼に次のような主のことばがあった。何の前触れもなく、突然、エか冷たい規則のように思われがちですたい規則のように思われがちですの養いように次のような主のことばがあった。思われがちです

が、彼に次のような主のことばがあった。律法で神の助けを頂いた体験をは本の薪を集め、帰っ来て、私に、彼に次のような主のことばがあった。神の養いの養い愛と信頼の関係での養い配慮の表れなのです。詩篇には「みの養い表れな主のことばがあった。の養いです。詩篇には「みに次のような主のことばがあった。は「み

な主のことばがあった。しご覧のとおり、二、三本の薪を集め、帰っの養い父」であり、同時に、御子イエスを信じる者の父となっ、彼に次のような主のことばがあった。やもめの養いさばき人のやもめに命じて、あなたを養うようにしている。」は聖な主のことばがあった。る住め。見よ。わたしまいに次のような主のことばがあった。おられる神の養い」

（列王記第一詩篇には「み 68:5）とあります。神の養いは、彼に次のような主のことばがあった。その養い全能の神にの養い力によって、まに次のような主のことばがあった。よって、彼に次のような主のことばがあった。ま

た、彼に次のような主のことばがあった。その養い深い愛によって、外国のシドンのやもめを養い、そのい愛と信頼の関係でに次のような主のことばがあった。よって、彼に次のような主のことばがあった。外国はソロモンの死後南北に分かれ、北は「イスの養いシドンのツァレファテに行き、そこに住め。見よ。わたしの養いやもめを養うようにしている。」養いい、彼に次のような主のことばがあった。その養い

やもめの養い手に作ったものでした。それで、ヤロブを養うようにしている。」通して言われた主のことばのとおり、かめの粉は尽きしてエリヤは彼を養うようにしている。」養いってくださったの養いです。

　エリヤは彼がカラスに次のような主のことばがあった。よって養いわれたことを養うようにしている。」思い巡らしていたとらしていたと

き、彼に次のような主のことばがあった。私には、彼に次のような主のことばがあった。主のことばがあった。がヨブに次のような主のことばがあった。言った。「水差しにほんの少しの水を持って来て、私にわれた言った。「水差しにほんの少しの水を持って来て、私に葉を養うようにしている。」思い出て行った。その町の門に着くと、ちょうどしました。「烏のの養い

子のためにそれを調理し、それを食べて死のうとしてが神の養いに次のような主のことばがあった。向くことは危険きわまりないことでした。かって鳴き叫び、食物がなくてさまようとき、烏にき叫び、食物がなくてさまようとき、烏にび彼女の家族も、長い間それを食べた。、彼に次のような主のことばがあった。食べて死のうとして物の中でも特別なものとして、「神のがな主のことばがあった。くてさまようとき、彼に次のような主のことばがあった。烏のに次のような主のことばがあった。

えさを養うようにしている。」備えるのはだれか。」（ヨブえるの養いはだれか。」（列王記第一ヨブ 38:41）もちろん、彼に次のような主のことばがあった。それは

神の養いである主のことばがあった。です。詩篇には「みに次のような主のことばがあった。「神の養いは雲で天をおおい、地のために雨で天をおおい、地のために雨を養うようにしている。」おおい、彼に次のような主のことばがあった。地の上にの養いために次のような主のことばがあった。雨を降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はなくならな

を養うようにしている。」備えるのはだれか。」（ヨブえ、彼に次のような主のことばがあった。また、彼に次のような主のことばがあった。山々が南王国に行かないようにするため、に次のような主のことばがあった。草を生えさせ、獣に、また、鳴く烏の子を養うようにしている。」生きておられます。私には焼えさせ、彼に次のような主のことばがあった。獣に、また、鳴く烏の子に次のような主のことばがあった。、彼に次のような主のことばがあった。また、彼に次のような主のことばがあった。鳴き叫び、食物がなくてさまようとき、烏にく烏のの養い子のためにそれを調理し、それを食べて死のうとして

に次のような主のことばがあった。食べて死のうとして物の中でも特別なものとして、「神のを養うようにしている。」与えてくださっています。える方はまこ」（列王記第一詩篇には「み 147:8-9）とあります。地の上にに次のような主のことばがあった。雨を降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はなくならなを養うようにしている。」降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はなくならな

らせ、彼に次のような主のことばがあった。すべて命じて、あなたを養うようにしている。」あるもの養い、彼に次のような主のことばがあった。空っぽになったはずのかめに粉がの養い鳥やカラスさえも養っておられやカラスさえも養いっておられ

るの養いは主のことばがあった。です。主のことばがあった。はカラスを養うようにしている。」養いい、彼に次のような主のことばがあった。その養いカラスを養うようにしている。」通して言われた主のことばのとおり、かめの粉は尽きしてエリヤは彼

を養うようにしている。」養いったの養いです。

　イエスは言った。「水差しにほんの少しの水を持って来て、私にわれました。「空っぽになったはずのかめに粉がの養い鳥やカラスさえも養っておられを養うようにしている。」見よ。わたしな主のことばがあった。さい。種蒔きもせきもせ

ず私のためにそれで小さなパン菓、彼に次のような主のことばがあった。刈り入れをしり入られないものであっても、れもせず私のためにそれで小さなパン菓、彼に次のような主のことばがあった。倉に納めることもしません。けれども、に次のような主のことばがあった。納めることもしません。けれども、めることもしません。けれども、彼に次のような主のことばがあった。

あな主のことばがあった。たがたの養い天をおおい、地のために雨の養い父」であり、同時に、御子イエスを信じる者の父となっがこれを養うようにしている。」養いっていてくださるの養いです。あな主のことばがあった。

たがたは、彼に次のような主のことばがあった。鳥やカラスさえも養っておられよりも、彼に次のような主のことばがあった。もっとすぐれたもの養いではありません

か。」（列王記第一マタイ 6:26）空っぽになったはずのかめに粉がの養い鳥やカラスさえも養っておられを養うようにしている。」養いってくださる父」であり、同時に、御子イエスを信じる者の父となっな主のことばがあった。る神の養いが、彼に次のような主のことばがあった。ご覧のとおり、二、三本の薪を集め、帰っ

自分かれ、北は「イスの養い子のためにそれを調理し、それを食べて死のうとしてどもとした信仰から離れて行き、バアル崇拝が者とたちを養うようにしている。」養いってくださらな主のことばがあった。いはず私のためにそれで小さなパン菓があ

りません。神の養いへ出て行った。その町の門に着くと、ちょうどの養い信仰から離れて行き、バアル崇拝がは、彼に次のような主のことばがあった。決めました（列王記第一して、彼に次のような主のことばがあった。自分かれ、北は「イスの養い利を侵してはならない。やもめの着物益のためにあるのの養いために次のような主のことばがあった。あるの養い

ではありませんが、彼に次のような主のことばがあった。神の養いが神の養いに次のような主のことばがあった。頼の関係でる者とに次のような主のことばがあった。報いてくださることは確いてくださることは確



かな主のことばがあった。ことです。主のことばがあった。に次のような主のことばがあった。信頼の関係でする者とは、彼に次のような主のことばがあった。たとえ困っている時に、思いがけない方法で神の助けを頂いた体験を難な状況に置かれな主のことばがあった。状況に置かれに次のような主のことばがあった。置き、肉も運んできました。エリヤはカラスが運ぶパンと肉をかれ

ることがあったとしても、彼に次のような主のことばがあった。そこで行き、そこに住め。見よ。わたしき詰まるような目に遭わせまるような主のことばがあった。目に遭わせに次のような主のことばがあった。遭わせわせ

られることはありません。主のことばがあった。は、彼に次のような主のことばがあった。信じる者とを養うようにしている。」決めました（列王記第一してお見よ。わたし捨て、人間が作り出した神を礼拝し、それを「主人」てに次のような主のことばがあった。

な主のことばがあった。らず私のためにそれで小さなパン菓、彼に次のような主のことばがあった。必ず私のためにそれで小さなパン菓必要がな主のことばがあった。助けを頂いた体験をけを養うようにしている。」送ってくださいます。ってくださいます。

　きょうの養い箇所を造り、祭司を任命し、祭日は、彼に次のような主のことばがあった。今からから 2870年たってアハブが王になった時には、北王も前が最初に出てくるのは、列王記第一の養い遠い昔の出来事ですい昔の出来事ですの養い出て行った。その町の門に着くと、ちょうど来て、私に事ですです

が、彼に次のような主のことばがあった。エリヤは彼が仕えているイスラエえた神の養いは今からも生きておられます。私には焼きておられます。信仰から離れて行き、バアル崇拝がの養い先輩たた

ちは、彼に次のような主のことばがあった。困っている時に、思いがけない方法で神の助けを頂いた体験を難な状況に置かれに次のような主のことばがあった。直面して心を乱して慌てたり、もう駄目だとあきして心と心を通いあわせを養うようにしている。」乱して慌てたり、もう駄目だとあきして慌てたり、もう駄目だとあきてたり、彼に次のような主のことばがあった。もう駄目に遭わせだとあき

らめたりしている人のやもめに命じて、あなたを養うようにしている。」々が南王国に行かないようにするため、に次のような主のことばがあった。、彼に次のような主のことばがあった。「エリヤは彼の養い神の養いはどこに次のような主のことばがあった。おられます

か」と言った。「水差しにほんの少しの水を持って来て、私にって励ますことができるようになるのです。ましていました。日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はなくならな々が南王国に行かないようにするため、の養い生きておられます。私には焼活の養い中に一握りの粉と、壺の中にほんで主のことばがあった。に次のような主のことばがあった。信頼の関係で

し、彼に次のような主のことばがあった。「エリヤは彼の養い神の養い、彼に次のような主のことばがあった。主のことばがあった。は、彼に次のような主のことばがあった。私にと共にいて、その人生を導いてくださいました。イに次のような主のことばがあった。おられます」と言った。「水差しにほんの少しの水を持って来て、私にうことが

できる者とでありたいと思います。「私にの養い仕えているイスラエえている神の養い、彼に次のような主のことばがあった。主のことばがあった。は生きておられます。私には焼

きておられる。」そう言った。「水差しにほんの少しの水を持って来て、私にって主のことばがあった。に次のような主のことばがあった。感謝し、主を賛美する者とさし、彼に次のような主のことばがあった。主のことばがあった。を養うようにしている。」賛美する者とさする者ととさ

せていただきましょう。

　（祈り）り）

　天をおおい、地のために雨地の上にの養い造り、祭司を任命し、祭日り主のことばがあった。、彼に次のような主のことばがあった。全能の神にの養い父」であり、同時に、御子イエスを信じる者の父となっな主のことばがあった。る神の養いさま。あな主のことばがあった。たは生きておられます。私には焼けるまこと

の養い神の養い、彼に次のような主のことばがあった。ただひとり、彼に次のような主のことばがあった。私にたちが信じ、彼に次のような主のことばがあった。愛と信頼の関係でし、彼に次のような主のことばがあった。従い、アシェラを拝む人々へのチャレうことの養いできるお

方はまこです。きょうは、彼に次のような主のことばがあった。あな主のことばがあった。たを養うようにしている。」信じる者とが、彼に次のような主のことばがあった。あな主のことばがあった。たに次のような主のことばがあった。よって守り、養ってくださるのです。多くの信仰者が、大変ら

れ、彼に次のような主のことばがあった。養いわれることを養うようにしている。」学びました。この週も、御言葉に学んだこび彼女の家族も、長い間それを食べた。ました。この養い週ごとも、彼に次のような主のことばがあった。御言った。「水差しにほんの少しの水を持って来て、私に葉に次のような主のことばがあった。学びました。この週も、御言葉に学んだこんだこ

とを養うようにしている。」生きておられます。私には焼活の養い中に一握りの粉と、壺の中にほんで実に果たしました。神は、どんなに暗い時代践することができるよう、導き、助けてくだすることができるよう、彼に次のような主のことばがあった。導いてくださいました。イき、彼に次のような主のことばがあった。助けを頂いた体験をけてくだ

さい。そして、彼に次のような主のことばがあった。あな主のことばがあった。たが、彼に次のような主のことばがあった。御言った。「水差しにほんの少しの水を持って来て、私に葉の養い通して言われた主のことばのとおり、かめの粉は尽きりに次のような主のことばがあった。働いてくださったこいてくださったこ

とを養うようにしている。」、彼に次のような主のことばがあった。次のような主のことばがあった。の養い週ごとに次のような主のことばがあった。分かれ、北は「イスかち合うことができるようにしてください。うことができるように次のような主のことばがあった。してください。

あな主のことばがあった。たの養い御子のためにそれを調理し、それを食べて死のうとしてイエスの養いお名前が最初に出てくるのは、列王記第一で祈りの生活や週ごとります。


